
政
令
第
二
百
八
十
号

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
一
条
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
」
に
改
め
る
。



（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
二
十
八
条
の
五
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
六
」
に
、
「
第
百
二
十
八
条
の
六
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の

七
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
六
号
中
「
第
百
二
十
六
条
の
四
」
を
「
第
百
二
十
六
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
を
「
、
第
百
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び

第
百
九
条
の
八
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
の
二
中
「
第
百
九
条
の
二
の
二
」
を
「
第
百
九
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
の
二
第
一
号
中
「
次
の
表
」
の
下
に
「
の
上
欄
」
を
加
え
、
「
に
掲
げ
る
時
間
」
を
「
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間

に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
三
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
第
百
二
十
八
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
七

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
第
百
二
十
八
条
の
六
第
一
項
」
を



「
第
百
二
十
八
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
「
防
火
設
備
の
構
造
は
」
の
下
に
「
第
百
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加

え
、
同
条
を
第
百
八
条
の
四
と
す
る
。

第
百
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
主
要
構
造
部
の
う
ち
防
火
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
部
分
）

第
百
八
条
の
三

法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
の
政
令
で
定
め
る
部
分
は
、
主
要
構
造
部
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
部
分
と
す
る
。

一

当
該
部
分
が
、
床
、
壁
又
は
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
（
当
該
部
分
に
お
い
て
通
常
の
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
建
築
物
の
他
の
部
分
又
は
周
囲
へ
の
延
焼
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造

方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
で
区
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
部
分
が
避
難
の
用
に
供
す
る
廊
下
そ
の
他
の
通
路
の
一
部
と
な
つ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
通
常
の
火
災
時

に
お
い
て
、
建
築
物
に
存
す
る
者
の
全
て
が
当
該
通
路
を
経
由
し
な
い
で
地
上
ま
で
の
避
難
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
六
十



一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
で
壁
」
を
「
袖
壁
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
の
二
の
二
の
見
出
し
を
「
（
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
等
の
層
間
変
形
角
）
」
に
改
め
、
同

条
中
「
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
」
を
「
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
（
特
定
主
要
構

造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

建
築
物
が
第
百
九
条
の
八
に
規
定
す
る
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
火
熱
遮
断
壁
等
に
よ

り
分
離
さ
れ
た
部
分
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

３

法
第
二
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
部
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
部
分
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
建
築

物
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
の
特
定
部
分
が
同
条
第
二
項
第
一
号
（
同
号
に
規
定
す
る
基
準
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
又

は
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
に
係
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
特
定
部
分
及
び
他
の
部
分
を

そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
百
九
条
の
五
の
見
出
し
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
次
の
表
」
の
下

に
「
の
上
欄
」
を
加
え
、
「
に
掲
げ
る
時
間
」
を
「
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
百

八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
百
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
る
。



第
百
九
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
大
規
模
の
建
築
物
の
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
部
分
又
は
防
火
設
備
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
九
条
の
七

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

主
要
構
造
部
の
部
分
及
び
袖
壁
、
塀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
の
部
分
並
び
に
防
火
設
備
の
構
造
が
、
当
該

建
築
物
の
周
辺
高
火
熱
面
積
の
規
模
を
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
機
能
の
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
規
模
以
下
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

特
定
主
要
構
造
部
が
第
百
九
条
の
五
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

前
項
第
一
号
の
「
周
辺
高
火
熱
面
積
」
と
は
、
建
築
物
の
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
熱
量
に
よ

り
、
当
該
建
築
物
の
用
途
及
び
規
模
並
び
に
消
火
設
備
の
設
置
の
状
況
及
び
構
造
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方

法
に
よ
り
算
出
し
た
当
該
建
築
物
の
周
囲
の
土
地
に
お
け
る
熱
量
が
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
熱
量
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
の
面
積
を
い
う
。

第
百
九
条
の
九
を
第
百
九
条
の
十
と
し
、
第
百
九
条
の
八
を
第
百
九
条
の
九
と
し
、
第
百
九
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を



加
え
る
。

（
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
）

第
百
九
条
の
八

法
第
二
十
一
条
第
三
項
、
法
第
二
十
七
条
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
部
分
は
、
建
築
物
が
火
熱
遮
断
壁
等
（
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の

建
築
物
の
部
分
又
は
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
壁
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
火
熱
遮
断
壁
等
に
よ
り
分
離
さ

れ
た
部
分
と
す
る
。

一

当
該
壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
（
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ
て

火
災
が
継
続
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
時
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該

壁
等
が
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋

内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
以
外
の
も
の



（
ロ
に
お
い
て
「
特
定
非
加
熱
面
」
と
い
う
。
）
の
温
度
が
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

可
燃
物
燃
焼
温
度

ロ

当
該
壁
等
が
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
特
定
非
加
熱
面
が
面
す
る
室
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
内
装
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
し
、
か
つ
、
そ
の
下
地
を
不
燃
材
料

で
造
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き

可
燃
物
燃
焼
温
度
を
超
え
る
温
度
で
あ
つ
て

当
該
措
置
に
よ
つ
て
当
該
室
に
お
け
る
延
焼
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
温
度
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
温

度

三

当
該
壁
等
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当

該
壁
等
が
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
当
該
壁
等
以
外
の
建
築
物
の
部
分
の
倒
壊
に
よ
つ
て
生
ず
る
応
力
が
伝
え
ら
れ
た

場
合
に
、
当
該
壁
等
の
一
部
が
損
傷
し
て
も
な
お
そ
の
自
立
す
る
構
造
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が

定
め
る
機
能
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
の
他
の
部
分
に
防
火
上
有
害
な
変
形
、
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷



を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五

当
該
壁
等
が
、
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
、
当
該
壁
等
以
外
の
建
築
物
の
部
分
か
ら
屋
外
に
出
た
火
炎
に
よ
る
当
該

建
築
物
の
他
の
部
分
へ
の
延
焼
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
条
の
見
出
し
及
び
同
条
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
次
の
表
」

の
下
に
「
の
上
欄
」
を
加
え
、
「
に
掲
げ
る
時
間
」
を
「
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
第
百
七
条
各
号
又
は
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
」
を
「
第
百
九
条
の
五
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
第
一
項
中
「
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
、
」
を
削
り
、
「
建
築
物
又
は
」
を
「
建
築
物
（
特

定
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
を
含
む
。
）
又
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
に
お
い
て
」
を
「
も

の
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
の
表
」
の
下
に
「
の
上
欄
」
を
加
え
、
「
に
定
め
る
時
間
」
を
「
の

下
欄
に
掲
げ
る
時
間
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
と
し
て
」

を
「
と
し
て
、
」
に
、
「
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
と
き
は
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
も
の
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
も
の
又
は
第
三
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
建
築

物
の
同
項
に
規
定
す
る
空
間
部
分
に
」
と
す
る
。



第
百
十
二
条
第
四
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
法
第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
第
二
十
七
条
第
三

項
」
の
下
に
「
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、

「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
法
第
二
十
七

条
第
一
項
」
を
加
え
、
「
法
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
、
「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
と
し
た
建
築
物
」
の
下
に
「
（
特
定
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
を
含
む
。
）
」
を

加
え
、
同
条
第
十
九
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

建
築
物
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
火
熱
遮
断
壁
等
に
よ
り
分
離
さ
れ
た
部
分
は
、
第

22
一
項
又
は
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
百
九
条
の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
建
築
物
に
係
る
第
一
項
又
は
第
十
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該

23
建
築
物
の
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
部
分
及
び
他
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。



第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
定
め
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

防
火
壁
又
は
防
火
床
で
火
熱
遮
断
壁
等
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

建
築
物
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
火
熱
遮
断
壁
等
に
よ
り
分
離
さ
れ
た
部
分
は
、
第

三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号

中
「
の
主
要
構
造
部
」
を
「
に
つ
い
て
、
そ
の
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
あ
り
、
又
は
」
を
「
あ
る
か
、
又
は
そ
の
主
要

構
造
部
が
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
堆
肥
舎
」
を

た

い

「
堆
肥
舎
」
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
区
画
さ
れ
た
」
を
「
床
又
は
壁
に
よ
り
分
離
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
一
項
の
表
中
「
あ
る
か
又
は
」
を
「
あ
る
場
合
（
特
定
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
る
か
又
は
」
を
「
あ
る
建
築
物
（
特
定
主
要
構
造
部
が
耐
火

構
造
で
あ
る
建
築
物
を
含
む
。
次
条
第
二
項
及
び
第
百
二
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に
改



め
、
同
条
第
四
項
中
「
共
同
住
宅
」
の
下
に
「
（
特
定
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
共
同
住
宅
を
含
む
。
第
百
二
十
三

条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
一
条
第
二
項
中
「
あ
る
か
、
又
は
」
を
「
あ
る
建
築
物
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
す

べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
二
条
第
一
項
中
「
そ
の
主
要
構
造
部
」
を
「
主
要
構
造
部
」
に
、
「
あ
る
か
、
又
は
」
を
「
あ
る
建
築
物
又
は

主
要
構
造
部
が
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
す

べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
区
画
さ
れ
た
」
を
「
床
若
し
く
は
壁
又
は
防
火
設
備
に
よ
り
分
離
さ
れ
た
」
に

改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築

物
と
み
な
す
。

第
百
二
十
六
条
の
五
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



第
百
二
十
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
勾
配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
と
し
た
建
築
物
」
の
下
に

こ

う

「
（
特
定
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
表
中
「
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
」
を
削
り
、
「
（
一
時
間

準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
（
特
定
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
を
含
む
。
）
で
あ
つ

て
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
」
に
、
「
（
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
「
で
あ
つ

て
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改

め
る
。

第
百
二
十
八
条
の
五
第
一
項
中
「
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
」
を

「
準
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
（
特
定
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
を
含
む
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
」
を
「
準
耐
火

構
造
と
し
た
建
築
物
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
あ
る
か
又
は
」
を
「
あ
る
建
築
物
（
特
定
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
る
建
築
物
を

含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に
、
「
前
条
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同



条
を
第
百
二
十
八
条
の
七
と
し
、
第
五
章
の
二
中
第
百
二
十
八
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
）

第
百
二
十
八
条
の
六

第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
あ
る
か
又
は
」
を
「
あ
る
建
築
物
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
あ
る
か
又
は
」
を
「
あ
る
も
の
（
特
定
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
る
も
の
を
含

む
。
）
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
二
第
三
号
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
五
条
の
二
十
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に

改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
中
「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号

イ
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
百
八
条
の
四
第
一
項

第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
の
主
要
構
造
部
」
を
「
の
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
号



ロ
に
お
い
て
「
主
要
構
造
部
等
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
当
該
主
要
構
造
部
等
」
を
「
当
該
特
定
主
要
構
造
部
及
び
外

壁
開
口
部
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
主
要
構
造
部
等
」
を
「
主
要
構
造
部
及
び
外
壁
開
口
部
設
備
」
に
改
め

る
。第

百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
中
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
イ

中
「
第
六
十
一
条
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一

(1)

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
の
表

の
項
中
「
第
百
三
十
七
条
の
十
第
四
号
」
を
「
第
百
三
十
七
条
の
十
第
一
号
ロ

」
に

(一)

(4)

改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
中
「
法
第
二
十
六
条
、
法
第
二
十
七
条
」
を
「
法
第
二
十
一
条
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
、
法
第
二
十
三

条
、
法
第
二
十
五
条
か
ら
法
第
二
十
七
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第
三
十
五
条
、
法
第

三
十
六
条
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
、
法
第
四
十
四
条
第
一
項
」
を
、
「
第
六
十
一
条
」
の
下
に
「
、
法
第
六
十
二
条
」
を

加
え
る
。

第
百
三
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
大
規
模
の
建
築
物
の
主
要
構
造
部
等
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
二
の
二

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物



に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。

一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
特
定
主
要
構
造
部
（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
性
能
と
同
等
の
性
能
を

有
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）
が
、
第
百
九
条
の
五
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
（
当
該
部
分
の
床
面
積
か
ら
階
段
室
、
機
械
室
そ
の
他
の
火
災
の
発
生

の
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
を
減
じ
た
面
積
を
い
う
。

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
（
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
増
築
又

は
改
築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
倒
壊
及
び
延
焼
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
な
い
も
の



で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
増
築

又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。

一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
（
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
性
能
と
同
等
の
性
能
を
有
す
べ
き
も
の
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）
が
、
第
百
九
条
の
七
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準
に
適

合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
屋
根
関
係
）



第
百
三
十
七
条
の
二
の
三

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物

に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
増
築
又
は
改
築
に

係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
増
築
又
は
改

築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
屋
根
に
お
け
る
延
焼
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
増

築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。

（
外
壁
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
二
の
四

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
木
造
建
築
物
等

に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。

一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
（
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
準
防
火
性
能
を
有
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
外
壁
に
限
る
。
）
が
、
第
百
九
条
の
九
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣



が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か

つ
、
当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
外
壁
に
お
け
る
延
焼
の
危
険
性
を
増
大

さ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
大
規
模
の
木
造
建
築
物
等
の
外
壁
等
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
二
の
五

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
五
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
木
造
建
築
物
等

に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
増
築
又
は
改
築
に

係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
増
築
又
は
改

築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
外
壁
及
び
軒
裏
並
び
に
屋
根
に
お
け
る
延
焼
の
危
険
性
を
増
大
さ

せ
な
い
も
の
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。

第
百
三
十
七
条
の
三
中
「
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、

「
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い

こ
と
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。



一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す

る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
従
い
、
防
火
上
有
効
な
構
造
の
防
火
壁
又
は
防
火
床
に
よ
つ
て
有

効
に
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
三
十
七
条
の
四
中
「
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
改

め
、
「
（
劇
場
の
客
席
、
病
院
の
病
室
、
学
校
の
教
室
そ
の
他
の
当
該
特
殊
建
築
物
の
主
た
る
用
途
に
供
す
る
部
分
以
外
の

部
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積

の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
こ
と
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
（
劇
場
の
客
席
、
病
院
の
病
室
、
学
校
の

教
室
そ
の
他
の
当
該
特
殊
建
築
物
の
主
た
る
用
途
に
供
す
る
部
分
に
係
る
増
築
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
）
に
該
当
す
る
増
築

又
は
改
築
に
係
る
部
分
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。



一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
相
当
す
る
建
築

物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
た

構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
三
十
七
条
の
四
の
二
を
削
る
。

第
百
三
十
七
条
の
四
の
三
中
「
（
前
条
に
規
定
す
る
」
を
「
（
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
「
。
第

百
三
十
七
条
の
十
二
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
「
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八

十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、
「
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築

に
係
る
部
分
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
超
え
な
い
」
の
下
に
「
も
の
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
前

条
に
規
定
す
る
」
を
「
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
「
適
合
す
る
」
の
下
に
「
も
の
で



あ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
適
合
す
る
」
の
下
に
「
も
の
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
を
第
百
三
十
七
条
の
四
の
二
と

す
る
。

第
百
三
十
七
条
の
六
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
階
段
等
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
六
の
二

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
階
段
、
出
入
口
そ
の
他
の
避
難
施
設
及
び
排
煙

設
備
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、
第
五
章
第
二
節
（
第
百
十
九
条
を
除
く
。
）
及
び
第
三
節
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
と

す
る
。

２

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
五
条
（
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ

い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
（
居
室
の
部
分
に
係
る
増
築
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
）
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に

係
る
部
分
と
す
る
。

一

次
の
イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
及
び
そ
の
他
の
部
分
が
、
増
築
又
は
改
築
後
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
百
十
七
条
第



二
項
各
号
（
法
第
三
十
五
条
（
第
五
章
第
三
節
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用

を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
増
築
又
は
改
築
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
各
号
）
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か

つ
、
当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
避
難
の
安
全
上
支
障
と
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
六
の
三

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
に

関
す
る
技
術
的
基
準
は
、
第
五
章
第
六
節
（
第
百
二
十
八
条
の
三
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
と
す
る
。

２

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
五
条
（
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
（
居
室
の
部
分



に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象

床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築
又

は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
避
難
及
び
消
火
の
安
全
上
支
障
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
増
築
又
は
改
築
に

係
る
部
分
と
す
る
。

（
防
火
壁
及
び
防
火
区
画
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
六
の
四

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
壁
及
び
防
火
区
画
の
設
置
及
び
構
造
に
関

す
る
技
術
的
基
準
は
、
第
百
十
二
条
及
び
第
百
十
四
条
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
（
第
百
十
二
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三

項
ま
で
に
規
定
す
る
竪
穴
部
分
の
技
術
的
基
準
の
う
ち
、
当
該
竪
穴
部
分
が
第
百
二
十
条
又
は
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に

た

て

た

て

よ
る
直
通
階
段
に
該
当
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
竪
穴
基
準
」
と
い

た

て

う
。
）
を
除
く
。
）
と
す
る
。

２

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
六
条
（
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ

い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る



部
分
と
す
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

次
の

及
び

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

(2)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
前
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準

(2)
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
十
分
の
一
を
超
え
ず
、

か
つ
、
当
該
増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
に
お
け
る
延
焼
の
危
険
性
を
増
大
さ

せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
百
十
二
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
竪
穴
部
分
の
技
術
的
基
準
（
特
定
竪
穴
基
準
を
除
く
。
）

た

て

た

て

に
適
合
し
な
い
建
築
物

前
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
三
十
七
条
の
十
の
見
出
し
を
「
（
防
火
地
域
関
係
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
法
第
六
十
七
条
第
一
項
」
及
び

「
（
木
造
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
法
第
八
十
六
条
の
七



第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、
「
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を
「
次
の
各
号

に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
」
に
改

め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

次
の

及
び

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

(2)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
第
百
三
十
六
条
の
二
各
号
に
定
め
る
基
準
（
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に

(2)
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
適

合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の

か
ら

ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

(5)

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改

(1)
築
に
係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の



床
面
積
の
合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
基
準
時
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
延
べ
面
積
の

合
計
を
超
え
な
い
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
建
築
物
の
階
数
が
二
以
下
で
、
か
つ
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

(2)
な
い
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
及
び
軒
裏
は
、
防
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

(3)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
（
法
第
八
十
六
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物

(4)
の
外
壁
の
開
口
部
を
除
く
。

及
び
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ

(5)

る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
（
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
建
築
物
の
周
囲
に
お

い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当
該
加
熱
面
以
外
の

面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法

を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

及
び
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け

(5)

る
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防

(5)



火
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

木
造
の
建
築
物
の
う
ち
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
以
外
の
も
の

前
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

第
百
三
十
七
条
の
十
一
中
「
（
木
造
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削

り
、
「
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、
「
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に

係
る
部
分
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

次
の

及
び

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

(2)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
火
熱
遮
断
壁
等
で
区
画
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
、
第
百
三
十
六
条
の
二
各
号
に
定
め
る
基
準
（
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物

(2)
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
相
当
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
基
準
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
に

適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た



も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の

及
び

並
び
に
前
条
第
一
号
ロ

か
ら

ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

(2)

(3)

(5)

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改

(1)
築
に
係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の

床
面
積
の
合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
こ
と
。

増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
建
築
物
の
階
数
が
二
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(2)

二

木
造
の
建
築
物
の
う
ち
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
以
外
の
も
の

前
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

第
百
三
十
七
条
の
十
一
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
の
屋
根
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
十
一
の
二

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
（
木

造
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項

の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
増
築
又
は
改
築
に
係
る



部
分
と
す
る
。

一

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
対
象
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改
築
に

係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の

合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
基
準
時
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
合
計
を
超
え
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
が
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
屋
根
に
お
け
る
延
焼
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
十
一
の
三

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築

物
（
木
造
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
の
十
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
増
築
又

は
改
築
に
係
る
部
分
と
す
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
一
項
中
「
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項



の
」
に
改
め
、
「
つ
い
て
は
、
」
の
下
に
「
当
該
建
築
物
に
お
け
る
」
を
加
え
、
「
が
増
大
し
な
い
こ
れ
ら
の
修
繕
又
は
模

様
替
の
す
べ
て
」
を
「
を
増
大
さ
せ
な
い
全
て
の
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法

第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、
「
こ
れ
ら
の
修
繕
又
は
模
様
替

の
全
て
」
を
「
当
該
建
築
物
に
お
け
る
全
て
の
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二

十
八
条
の
二
」
の
下
に
「
（
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
法
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、
「
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を

「
当
該
建
築
物
に
お
け
る
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
大
規
模
の
修
繕
及
び
大
規
模
の
模
様
替
と
す
る
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
第
百
三
十
七
条
の
四
の
二
に
規
定
す
る
」
を
「
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
」
に

改
め
、
「
適
合
す
る
」
の
下
に
「
も
の
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
百
三
十
七
条
の
四
の
三
第
三
号
」
を
「
第

百
三
十
七
条
の
四
の
二
第
三
号
」
に
改
め
、
「
適
合
す
る
」
の
下
に
「
も
の
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
法
第
八

十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
、
「
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
を

「
当
該
建
築
物
に
お
け
る
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
大
規
模
の
修
繕
及
び
大
規
模
の
模
様
替
と
す
る
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
設
け
る
」
の
下
に
「
も
の
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
設
け
ら
れ
て
い
る
」
の
下
に
「
も
の
で



あ
る
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
の
法

第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
」
に
改
め
、
「
つ
い
て
は
、
」
の
下
に
「
当
該
建
築
物
に
お
け
る
」
を
加
え
、
「
こ
れ
ら
の
修

繕
又
は
模
様
替
の
全
て
」
を
「
全
て
の
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同

条
第
三
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
五
条
（
第
百
三
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
又
は
第
百
三
十
七
条
の
六
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
に
お

け
る
屋
根
又
は
外
壁
に
係
る
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
の
避
難
の
安
全
上
支
障
と

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

５

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
三
十
六
条
（
第
百
三
十
七
条
の
六
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範

囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
に
お
け
る
屋
根
又
は
外
壁
に
係
る
全
て
の
大

規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
と
す
る
。



６

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
に
お

け
る
当
該
建
築
物
の
用
途
の
変
更
（
当
該
変
更
後
に
当
該
建
築
物
の
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
な
い
も
の
を
除
く
。
）

を
伴
わ
な
い
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
で
あ
つ
て
、
特
定
行
政
庁
が
交
通
上
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生

上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

７

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
の
法
第
八
十

六
条
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
に
お

け
る
当
該
建
築
物
の
形
態
の
変
更
（
他
の
建
築
物
の
利
便
そ
の
他
周
囲
の
環
境
の
維
持
又
は
向
上
の
た
め
必
要
な
も
の
を

除
く
。
）
を
伴
わ
な
い
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
で
あ
つ
て
、
特
定
行
政
庁
が
通
行
上
、
安
全
上
、
防
火
上

及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
技
術
的
基
準
か
ら
除
か
れ
る
防
火
区
画
）

第
百
三
十
七
条
の
十
三

法
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
防
火
区
画
は
、
第
百
十
二
条
第
十
一
項
か
ら
第
十



三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
竪
穴
部
分
の
防
火
区
画
（
当
該
竪
穴
部
分
が
第
百
二
十
条
又
は
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

た

て

た

て

直
通
階
段
に
該
当
す
る
場
合
の
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
四
中
「
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
（
」
の
下
に
「
法
第
八
十
七
条
第
四
項
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第

三
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
（
第
百
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
百
十
九
条
」
を
加
え
、
「
及
び

第
四
節
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
二
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
二
十
三
条
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
、
法
第
三
十
六
条
（
法
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
防
火
壁
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分

第
百
九
条
の
八
に
規
定
す
る
建
築
物
の
部
分

第
百
三
十
七
条
の
十
五
の
見
出
し
中
「
居
室
」
を
「
部
分
」
に
改
め
、
同
条
中
「
基
準
（
」
を
「
基
準
の
う
ち
、
」
に
改

め
、
「
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
八
十
六
条
の
七
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
第
百
十
九
条
並
び
に
第
五
章
第
四
節
及
び
第
五
節
に

規
定
す
る
技
術
的
基
準
と
す
る
。



第
百
三
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
工
作
物
の
指
定
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中
「
前
項
各
号
」
を
「
第
二
項

各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
と
す

る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
の
二
中
「
第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
百
三
十
八
条
第
四
項
第
一
号
」
に
、
「
第
百
三

十
七
条
の
十
二
第
四
項
」
を
「
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
の
三
中
「
第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
百
三
十
八
条
第
四
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
の
四
中
「
第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
百
三
十
八
条
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
規
定
に
よ

り
」
を
削
り
、
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
あ
り
、
又
は
」
を
「
あ
る
か
又
は
主
要
構
造
部
が
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
瓦
」
を
「
瓦
」
に
改
め
る
。

か
わ
ら

第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
三
条

公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
イ
中
「
主
要
構
造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
、
「
第
二
条
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
九
号
の
二

イ
」
に
、
「
以
下
こ
の
条
」
を
「
ロ
」
に
、
「
同
法
第
二
条
第
七
号
」
を
「
同
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
主
要
構

造
部
」
を
「
特
定
主
要
構
造
部
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
イ
中
「
主
要
構
造
部
」
の
下
に
「
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
五
号

に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
の
二
」
を
「
同
条
第
七
号

の
二
」
に
改
め
、
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十
六
号

二

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
十
二
号

三

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
第
二
十
号

四

社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
表
建
築
分
科
会
の
項
第
二
号



五

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
二
十
八

条
第
一
項
第
二
十
五
号

六

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
十
四
号

七

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
十
五
号

八

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
十

五
号

九

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
三
十
三
号

十

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
十
六
号

（
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
の
四
第
三
号
ロ
中
「
そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
を
い

う
。
）
が
」
を
削
り
、
同
号
ロ

中
「
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
」
を
「
そ
の
特
定
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
二
条

(1)

第
九
号
の
二
イ
に
規
定
す
る
特
定
主
要
構
造
部
を
い
う
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
同
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

(2)

(2)



中
「
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
を
「
そ
の
特
定
主
要
構
造
部
が
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
八

条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
」
を
「
そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法

(3)

第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
を
い
う
。
）
が
、
同
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
一
条
の
二
第
九
号
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
に
よ
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
」
を
「
に
よ
る
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）



２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



理

由

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
建
築
基
準
法
施
行
令
に
つ
い
て
主
要
構
造
部
の
う
ち
防
火
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
部
分
を
定

め
る
等
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


